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令
和
４
年
12
月
２
日
（
金
）
午
後
５
時
30

分
よ
り
、東
天
紅
上
野
本
店
８
階
「
ザ
・
ル
ー

キ
ス
」
に
て
、
当
組
合
の
忘
年
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
82
名
の
皆
さ
ま
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
開
催
の
運
び

と
な
っ
た
忘
年
懇
親
会
は
福
井
久
之
理
事
が

司
会
進
行
を
担
当
。

　
冒
頭
は
濵
名
雅
一
理
事
長
に
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
理
事
長
は
そ
の
な
か
で
、
現
在
、
全
葬
連

に
お
い
て
は
業
界
全
体
の
地
位
向
上
を
図
る

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
徐
々
に
景
気
が
戻
り
つ
つ

あ
る
中
で
、
我
々
葬
儀
業
界
は
、
働
く
人
に

と
っ
て
の
潤
い
が
少
な
く
魅
力
が
損
な
わ
れ

て
い
る
せ
い
か
、
人
材
が
他
業
種
へ
流
失
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
今
後
我
々
は
、
仕
事

の
内
容
や
賃
金
の
安
定
を
図
り
、
優
秀
な
人

材
を
確
保
し
て
い
く
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら

次
々
に
お
言
葉
を

　
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓
の
皆
さ

ま
か
ら
、
東
葬
協
へ
の
ご
支
援
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
次
々
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来
賓

と
し
て
、
最
初
に
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
の

は
、
東
葬
協
顧
問
の
衆
議
院
議
員 

平
沢
勝

栄
先
生
よ
り
、
最
近
の
火
葬
場
の
状
況
な

ど
、
今
後
東
京
都
民
の
不
利
益
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
尽
力
下
さ
る
旨
の
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
、
全
日
本
葬
祭
業
協
同

組
合
連
合
会 

会
長
の
石
井
時
明
様
、
そ
し

て
、
顧
問
の
東
京
都
議
会
議
員 

菅
野
弘
一

先
生
か
ら
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
後
、
東
京
都

議
会
議
員 

加
藤
雅
之
先
生
、
慶
野
信
一
先

生
、
齋
藤
泰
宏
先
生
の
お
三
人
に
ご
登
壇
い

た
だ
き
加
藤
先
生
か
ら
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
ご
来
賓
最
後
の
ご
挨
拶
は
東
京
博
善

株
式
会
社 

社
長
の
根
岸
千
尋
様
か
ら
お
言

葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

美
味
し
い
コ
ー
ス
料
理
と

お
酒
に
舌
鼓

　
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
方
を
司
会
よ
り
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
は
、
東
礼
自
動
車
株

式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

岡 

伸
二
郎
様
に

よ
り
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
、
宴
席
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
未
だ
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え

な
い
状
況
下
、
当
組
合
関
係
者
が
、
年
末
に

集
い
、
今
後
の
業
界
発
展
の
た
め
の
意
見
交

換
の
場
と
な
り
、
皆
さ
ま
楽
し
い
ご
歓
談
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
、
終
わ
り
に
近
藤
副

理
事
長
に
よ
り
閉
宴
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

中
締
め
は
協
賛
店
代
表
参
事
で
あ
る
株
式
会

社
竹
内 

代
表
取
締
役
社
長 

竹
内
博
行
氏
に

よ
る
三
本
締
め
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

◀懇親会の様子

全葬連
石井時明会長

濵名雅一理事長
挨拶

東京都議会議員
菅野弘一先生

近藤俊彦副理事長
閉会挨拶

衆議院議員
平沢勝栄先生

東京都議会議員
加藤雅之先生

東
葬
協『
令
和
４
年 

忘
年
懇
親
会
』
開
催
報
告
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